
室
町
時
代
後
期
の
初
め
に
成
立
し
た
幻
雲
（
月
舟
寿
桂
、
一
四
六

○
’
一
五
三
三
）
に
よ
る
『
史
記
」
へ
の
書
き
入
れ
（
以
下
幻
雲
注

と
略
す
）
の
中
か
ら
、
詳
細
に
付
さ
れ
た
扁
鵲
倉
公
伝
の
引
用
医
書

の
ひ
と
つ
「
難
経
」
に
つ
い
て
、
引
用
注
家
と
引
用
回
数
、
さ
ら

に
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
触
れ
る
（
順
不
同
）
。

①
呂
広
注
快
（
引
用
回
数
二
回
）

②
楊
玄
操
注
快
（
同
五
五
回
。
他
に
楊
玄
操
注
釈
音
と
思
わ
れ
る
注

音
が
二
回
）

③
丁
徳
用
注
快
同
七
回
。
こ
の
う
ち
丁
得
用
」
と
し
て
一
回
）

④
虞
庶
注
快
（
同
二
回
）

以
上
四
家
注
本
自
体
は
い
ず
れ
も
亡
供
し
て
い
る
が
『
王
翰
林

集
注
黄
帝
八
十
一
難
経
」
（
以
下
「
集
注
」
と
略
す
）
に
収
め
ら
れ
て

お
り
、
幻
雲
注
の
引
用
文
の
ほ
ぼ
同
文
が
「
集
注
』
に
見
ら
れ
る
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「
史
記
」
扁
鵲
倉
公
伝
の
幻
雲
注
所
引

の
「
難
経
」
に
つ
い
て

由
ウ
リ
令
日

Ｒ
ｒ
ｊ

川

上
刀

也

と
正

、
句
Ｊ
ｄ
Ｏ

か
ら
、
彼
は
そ
れ
に
依
拠
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば

幻
雲
の
拠
っ
た
「
集
注
」
は
現
行
本
の
祖
本
で
あ
る
慶
安
五
年
刊

本
か
ら
百
数
十
年
遡
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
幻
雲
注
に
「
幻
考

楊
本
張
本
紀
本
萢
本
熊
本
…
」
と
あ
る
か
ら
、
元
胤
が
「
医
籍
考
』

で
い
う
よ
う
に
楊
玄
操
注
だ
け
は
楊
氏
原
本
に
依
拠
し
た
可
能
性

は
残
る
。

⑤
王
宗
正
注
快
（
同
三
回
。
こ
の
内
「
王
氏
日
」
が
一
回
。
）

『
医
籍
考
」
で
は
「
難
経
疏
義
」
と
題
し
、
滑
寿
の
『
難
経
本
義
」

は
「
難
経
註
義
」
と
題
す
。

⑥
紀
天
錫
注
供
（
同
三
三
回
．
こ
の
う
ち
「
熊
引
紀
日
」
と
し
て
一

回
）

「
医
籍
考
』
で
は
「
集
注
難
経
』
と
題
す
。
元
胤
は
「
僧
幻
雲
が

史
記
附
標
は
進
難
経
表
及
び
註
説
数
十
則
を
載
す
。
弁
論
頗
る
精

確
た
り
」
と
評
す
。
引
用
回
数
の
多
さ
は
幻
雲
の
信
頼
の
あ
ら
わ

れ
だ
ろ
う
か
。
幻
雲
注
で
は
「
紀
氏
日
」
と
「
天
錫
言
」
と
分
け

て
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
は
未

詳
。

⑦
張
元
素
注
供
（
同
一
三
回
）

「
医
籍
考
」
で
は
「
薬
注
難
経
」
と
題
す
。
幻
雲
注
の
「
張
素
注
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難
経
に
序
無
し
」
と
い
う
記
述
は
滑
寿
『
難
経
本
義
』
の
い
う
「
潔

古
氏
薬
注
、
疑
う
ら
く
其
れ
草
稿
か
。
姑
く
章
指
義
例
を
立
つ
る

も
未
だ
書
を
成
す
に
及
ば
ざ
る
な
り
」
と
い
う
指
摘
と
符
合
す
る
。

幻
雲
の
み
た
『
薬
注
難
経
」
も
同
内
容
の
未
定
稿
本
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
。

⑧
李
馴
注
存
（
同
一
回
）

「
新
刊
暁
萢
句
解
八
十
一
難
経
」
。
引
用
回
数
は
最
も
少
な
い
。

⑨
熊
宗
立
注
存
（
同
四
九
回
．
熊
宗
立
の
注
音
は
含
ま
な
い
）

『
新
刊
勿
聴
子
俗
解
八
十
一
難
経
」
。
熊
宗
立
は
、
当
時
わ
が
国

に
最
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
人
で
、
引
用
回
数
に
も
そ
れ
が
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。
幻
雲
の
「
熊
氏
俗
解
は
紀
天
錫
注
を
詳
節
す
る

者
な
り
」
と
の
指
摘
は
、
熊
宗
立
注
に
紀
天
錫
の
注
が
多
く
引
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
首
肯
さ
れ
る
。

⑩
高
承
徳
注
快
（
同
三
回
）

『
医
籍
考
』
は
「
難
経
疏
」
と
題
す
。
高
承
徳
の
生
卒
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
元
胤
は
「
紀
天
錫
集
注
又
其
の
義
を
駁
す
、
乃
ち

承
徳
高
の
宋
人
た
る
を
知
れ
り
」
と
い
う
。
「
其
の
義
」
と
は
高
承

徳
の
注
を
意
味
し
、
そ
れ
は
幻
雲
注
の
「
天
錫
言
…
今
高
承
徳
言
」

と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
み
れ
ば
高
承
徳
は
紀
天
錫
以
前

の
人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
幻
雲
注
に
は
『
難
経
」
の
供
注
が
か
な
り

引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
紀
天
錫
注
は
頻
繁
に
引

用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
熊
宗
立
の
『
俗
解
難
経
』
所
引
の
紀
天
錫

注
と
併
せ
れ
ば
、
旧
態
を
う
か
が
う
の
は
容
易
で
あ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
幻
雲
注
は
「
難
経
」
研
究
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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